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近
代
水
道

通
水
開
始

「
鹿
児
島
市
」誕
生

九
州
新
幹
線

全
線
開
業

南
九
州
最
大
！

お
は
ら
祭

鹿
児
島
の
歴
史
が

世
界
文
化
遺
産
に

緑
の
絨じ

ゅ
う

毯た
ん

を

市
電
が
走
る

　
明
治
22
年
、
市
制
施
行
に
伴
い
鹿
児
島
城
下
47
町

と
３
村
が
市
域
と
定
め
ら
れ
、
鹿
児
島
市
が
誕
生
。

当
時
の
人
口
は
、
約
４
万
７
千
人
半
ば
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
数
回
に
わ
た
る
隣
接
市
町
村
と
の
合
併

を
経
て
、
人
口
は
約
60
万
人
に
。
南
九
州
の
中
核
都

市
と
し
て
今
も
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時

の
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
仮
装
行
列
で
し
た
が
、
昭
和
36
年

に
踊
り
連
方
式
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
参
加
者
が
増
え
、

鹿
児
島
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
。
幕
末
の
磯
地
区
に
は
日

本
最
初
の
工
場
群
が
立
ち
並
び
、
近
代
化
の
先
駆
け
と
な

り
ま
し
た
。
旧
集
成
館
な
ど
の
遺
産
は
、
今
も
私
た
ち
に

当
時
の
様
子
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
１
０
０
年
前
の
11

月
、
鉄
管
な
ど
を
通
し
て
人

の
飲
用
に
適
し
た
水
を
供
給

す
る「
近
代
水
道
」が
始
ま
り

ま
し
た
。
戦
争
に
よ
る
物
価

の
高
騰
や
、
難
し
い
工
事
な

ど
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
市

内
各
所
に
水
が
通
り
ま
し

た
。

　
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
が

全
線
開
業
。
平
成
16
年
の
部
分
開

業
か
ら
７
年
、
同
ル
ー
ト
整
備
計

画
の
決
定
か
ら
38
年
目
の
悲
願
達

成
で
し
た
。

　
現
在
、
発
着
駅
の
鹿
児
島
中
央

駅
周
辺
で
は
、
中
央
町
19
・
20
番

街
区
の
再
開
発
な
ど
未
来
へ
の
ま

ち
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
路
面
電
車
が
走
る
8.9
㎞
の
軌
道
敷
緑
化
が
完
了
。
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
や
安
ら
ぎ
の
あ
る
都
市
景
観

を
生
み
出
し
、ア
ジ
ア
都
市
景
観
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
薩
摩
切
子
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
電
車
が
登
場

す
る
な
ど
、
彩
り
豊
か
な
デ
ザ
イ
ン
の
車
両
と
併
せ
て
鹿

児
島
の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市制

130
周年今年で

100
周年

築82年

新築

明治22年
（1889年）

昭和24年
（1949年）

平成27年
（2015年）

平成24年
（2012年）

大正８年
（1919年）

平成23年
（2011年）

　昭和12年に完成した３代目
の市庁舎は、太平洋戦争時の
大空襲にも破壊を免れ、その
姿をほぼ変えることなく今に
至っています。歴史的にも貴
重な建物の一つであり、国の
登録有形文化財となっていま
す。
　現在、市庁舎周辺は市民の
皆さんにより愛着や親しみを
持ってもらえるよう、歩道緑
化などを進めています。

　県から借り上げた興業館に市役所を開庁。
石造アーチ橋の文化圏にあった鹿児島ならで
はの構造で、現存する中では尚古集成館に次
いで２番目に古い石造りの建物です。

　
今
年
４
月
１
日
、
本
市
は
市
制
施
行
１
３
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
新
時
代「
令
和
」に
つ
な
が
る
取
り

組
み
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

【
政
策
推
進
課
☎
216
・
１
１
０
７
D
216
・
１
１
０
８
】

令
和
に
つ
な
が
る
鹿
児
島
市

明治22年～明治25年当時の鹿児島市役所
（興業館、現・県立博物館考古資料館）

昭和32年のおはら祭
トラックの荷台に乗った演
劇隊が観衆を沸かせました

平成12年からは、若者を中心
とした「ヤング踊り連」も参加

再開発が進む中央町19・20
番街区の完成予想図

平成27年、旧集成館機械工場（現・
尚古集成館）で登録を祝いました

旧鹿児島紡績所技師館（異人館）
緑化された市電軌道敷と薩摩切子を
モチーフにした「N

ネクスト
exT

ト ラ ム
ram K

キ リ コ
IRIKO」

平成23年３月、大阪から
の直通１番列車「みずほ」
が鹿児島中央駅に到着

大正８年ごろの配水管布設工事

昭和12年当時の
市役所（写真上）
と現在の様子
（写真左）
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